
仙北市立西明寺小学校 学校報

学校教育目標 夢ふくらませ 心かがやく

【５年「田植え」体験】
ご紹介が遅くなりましたが、5月25日に５年生は、総合的な学習の時

間を利用して田植え体験をしました。田んぼは、今年もにこにここども
園向かいの田んぼをＳさんからお借りしました。Ｓさんからは、今年度
も田植えをするまでの準備や今後の稲のお世話のお願いも快く引き受け
ていただき、本当にありがたく思っています。また、当日は、５年生の
保護者の皆さんの多くの方々のご指導・ご支援をいただき、一人一人が
貴重な体験をさせていただくことができました。

今回の田植え体験を通して、農作業の
大変さを実感した子どもたち。このこと
から、米づくりの苦労や機械を使って田
植えすることの利点、そして、毎日いた
だいている「お米」に対するありがたさ
などに着目することができたようです。
このあと、社会科では米づくりの学習を
します。今回の体験から学びがさらに深
まっていくことを期待しています。

【６年「ねぎ植え」体験】
6月3日に６年生は、総合的な学習の時間を利用してねぎ植え体験

をしました。今年も５年生のＳ.Ｔさんの祖父Ｓ.Ｋさんから畑を使わ
せていただきました。また、Ｓさんとそのご家族、そしてＪＡの皆
様方にも植え方の指導をしていただき、本当にありがとうございま
した。
子どもたちは、広い圃場でのねぎ植え体験は初めてということも

あり、みんな緊張感をもち集中して作業をすることができました。
ねぎ植えの道具「ひっぱりくん」を使っての作業を終えると、ねぎ
の苗をまっすぐに直したり、土をかけたりする作業を友だちに手伝
うなど協力して作業に取り組んでいました。作業中や作業後に、ご
指導くださった方々と会話を交わしたり、質問をしたりすることで、
体験を深めることができた6年生でした。

子どもたちの感想から
○ 私は、手作業で田植えをすることは、とても時間がかかり難しいということが分かりました。
転んだり、土が口の中に入ったりしましたが、とても楽しかったです。今度は、親戚の田植えも
手伝ってみたいです。（５年 Ｓ.Ｔさん）

○ 初めてねぎの苗植えをしました。ねぎは他の野菜の植え方と逆で、山の上の方に植えるのでは
なく、谷の方に植えることが分かりました。これは、根が上の方に出てくるということ、土をか
けると白い部分が増えることのようなねぎの性質を考えて、土をかけやすくするためだというこ
とが分かりました。（６年 Ｋ.Ｎさん）
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農業体験から様々なことを体感し、学ぶことができました！

Ｓさんからは、貴重なお話をいただきました。


